
 

 

松仙園地区供用開始イベントの開催について（案） 

 

１．目的 

 ○松仙園線道路（歩道）の供用開始にあたり、大雪山グレード上の位置づけ（大雪

山グレード４：大雪山の厳しい自然に挑む登山ルート）及び利用ルールを周知す

る登山会を開催することを通じて、当該歩道の適切な利用を促すもの。 

 

２．主催等 

 ○環境省北海道地方環境事務所上川自然保護官事務所 

 

３．日程等 

 ○日時：令和２年７月 14日（火）8:00～（予定） 

 ○場所：愛山渓温泉（愛山渓ヒュッテ）及び松仙園線道路（歩道） 

 

４．参加者 

 ○松仙園地区適正利用推進協議会関係者及び一般公募（合計 30人程度） 

  ※遠方からの参加者には、愛山渓温泉への宿泊を推奨する。 

 

５．概要 

 ○挨拶、祝辞 

 ○松仙園地区の歩道の概要及び利用ルールに関する説明 

 （以上、愛山渓ヒュッテ内で実施） 

 ○準備体操、登山開始 

 ○松仙園入口ゲートにおいて、簡単に開錠式を実施 

（環境省、上川町、その他協議会関係者、一般参加者代表の４名で開錠） 

○登山開始 

 ・上川自然保護官事務所職員から、要所において、見どころ及びモニタリング等

の取組を解説 

  ※高層湿原と旭岳、植生監視モニタリング、積雪モニタリング、四の沼の眺望（ケルミシュレ

ンケ、アカエゾマツの老木）・迂回ルート、雪田植生 

 ・外部講師（要検討）から松仙園地区の歴史等について解説 

  ※松仙園ヒュッテ、雪崩事故、アイヌ語地名等 

 ○松仙園出口ゲートから愛山渓温泉へ戻る。 

 

６．その他 

 ○実施結果について、インターネット等を通じて幅広く広報する。 

資料５ 


